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 （Thermal Hydro-dealkylation Process） 
D HDAプロセス（Hydrodealkylation） 
11.3.4 トランスアルキル，不均化プロセス 
A 概要 
B Tatorayプロセス 
 （Transalkylation of Alkylaromatics by Toray） 
C MTDP-3プロセス，TransPlusプロセス 
11.3.5 パラキシレン製造プロセス 
A 概要 
B 原料 
C 分離プロセス 
D 異性化プロセス 
 



第12章 潤滑油の精製 

12.1 概論 
12.2 溶剤精製 
12.2.1 溶剤抽出プロセス 
A 概要 
B Furfural Process 
C Phenol Process 
D MP Refining Process 
E EXOL-N Extraction Process 
F Propane Deasphalting Process 
12.2.2 溶剤脱ろうプロセス 
A 概要 
B MEK Dewaxing Process 
C Dilchill Dewax-ing Process 
D Propane Dewaxing Process 
12.3 水素化精製 
12.3.1 概要 
A 目的 
B 反応 
C 触媒 
12.3.2 水素化処理プロセス 
A Isocracking Process 
B HyK Process 
12.3.3 水素化仕上げプロセス 
A Hydrofining Process 
B Hydrofinishing Process 
C Lub-oil Hydrofining Process 
12.3.4 水素化脱ろうプロセス 
A Mobil Lube Dewaxing Process 
B BP Catalytic Dewaxing Process 
C Chevron Iso-Dewaxing Process 
D Mobil Selective Dewaxing process 
12.4 添加剤とブレンディング 
12.4.1 添加剤 
12.4.2 ブレンディング 
 
第13章 水素の製造およびガス化 

13.1 概論 
13.1.1 目的 
13.1.2 発展の経緯 
13.1.3 水素製造プロセスの概要 
A スチームリフォーミングプロセス 
B 部分酸化プロセス 
C オートサーマルリフォーマー・ 
 直接接触部分酸化法（DCPOX） 
D 精製・分離・輸送 

E 水素回収 
F CO2回収・貯蔵 
13.2 スチームリフォーミング 
13.2.1 スチームリフォーミングプロセス 
A 概要 
B 工程 
C ユーティリティー消費量 
D プロセス所有会社 
E 建設実績 
13.3 部分酸化プロセス 
13.3.1 GE Gasification Process 
A 概要 
B 工程 
C 原料とガス組成 
D ユーティリティー消費量 
E 建設実績 
13.3.2 Shell Gasification Process 
A 概要 
B 工程 
C 原料とガス組成 
D ユーティリティー消費量 
E 建設実績 
13.4 水素回収プロセス 
13.4.1 概要 
13.4.2 深冷分離プロセス 
13.4.3 PSAプロセス 
A 概要 
B 工程 
C プロセスの特徴 
D 適用範囲と性能 
E プロセス所有会社 
F 建設実績 
13.4.4 膜分離プロセス 
A 概要 
B 構造および特色 
C 水素分離の例 
D プロセス所有会社 
E 建設実績 
 
第14章 硫黄の回収 

14.1 概論 
14.1.1 酸性ガス除去装置 
14.1.2 硫黄回収装置 
14.1.3 テールガス処理装置 
14.1.4 回収硫黄の処理 
14.2 硫化水素の分離 



14.2.1 概要 
14.2.2 化学吸収プロセス 
A 酸性ガスの吸収 
B 吸収溶液の再生 
C 溶液の劣化 
D 溶液の発泡（フォーミング） 
14.2.3 物理吸収プロセス 
14.2.4 直接酸化プロセス 
14.2.5 乾式床プロセス 
14.3 硫黄の製造 
14.3.1 概説 
14.3.2 改良クラウスプロセス 
A 原料酸性ガスH2S濃度への対応 
B NH3処理の方法 
C プロセスガスの再加熱方式 
14.3.3 酸素富化プロセス 
14.4 クラウステールガスの処理 
14.4.1 概説 
A 硫黄露点以下でのクラウス触媒反応プロセス 
B 液相触媒クラウス反応プロセス 
C 直接触媒酸化プロセス 
D 触媒還元，アミン吸収プロセス 
E 触媒還元，液相酸化還元プロセス 
F 酸化，排煙脱硫プロセス 
14.4.2 SCOTプロセス 
A LS SCOTプロセス 
B SUPER SCOTプロセス 
C LT SCOTプロセス 
14.4.3 Beavonプロセス 
14.4.4 酸化，排煙脱硫プロセス 
14.5 製品硫黄 
14.5.1 概説 
14.5.2 液体硫黄からの脱ガス 
14.5.3 回収硫黄の成型プロセス 
 
第15章 その他の石油精製設備 

15.1 スイートニングプロセス 
15.1.1 概要 
15.1.2 Meroxプロセス 
A 目的 
B 工程 
C プロセス所有会社および建設実績 
15.1.3 Mericatプロセス 
A 目的 
B 工程 
C プロセス所有会社および建設実績 

15.2 グリース製造プロセス 
15.2.1 概要 
15.2.2 製造プロセス 
A 目的 
B 製造プロセス 
C 反応がま 
D その他の装置 
15.3 アスファルト製造プロセス 
15.3.1 概要 
15.3.2 減圧蒸留プロセス 
15.3.3 溶剤脱れきプロセス 
15.3.4 ブローイングプロセス 
15.4 製ろうプロセス 
15.4.1 概要 
15.4.2 プレス発汗プロセス 
15.4.3 溶剤プロセス 
15.4.4 精製 
15.5 酸性ガス除去プロセス 
15.5.1 概要 
15.5.2 Benfieldプロセス 
A 目的 
B 工程 
C プロセス所有会社および建設実績 
15.5.3 MEDAプロセス 
A 目的 
B 工程 
C プロセス所有会社および建設実績 
15.5.4 Rectisolプロセス 
A 目的 
B 工程 
C プロセス所有会社および建設実績 
15.6 排煙処理 
15.6.1 概要 
15.6.2 排煙脱硫 
A 目的 
B 工程 
15.6.3 排煙脱硝 
A 目的 
B 工程 
15.6.4 乾式同時脱硫脱硝 
A 目的 
B 工程 
15.7 排水処理 
15.7.1 概要 
15.7.2 排水の種類 
A プロセス排水 



B 冷却水 
C ボイラー排水 
D バラスト水 
E 一般生活汚水 
F 雨水 
15.7.3 排水処理方法 
A 油分，SS，およびリン化合物の除去 
B BOD，COD，およびフェノールの除去 
C 窒素化合物，硫黄化合物の除去 
15.7.4 一般的製油所の排水処理 
15.8 脱水銀プロセス 
15.8.1 概要 
15.8.2 水銀除去法 
A 目的 
B 工程 
15.9 バイオテクノロジーの利用 
15.9.1 概要 
15.9.2 パラフィンの酸化 
15.9.3 エタノール 
15.9.4 バイオディーゼル 
15.9.5 流出油の処理 
15.9.6 原油の回収剤 
15.9.7 その他 
 
第16章 原油の改質 

16.1 概論 
16.1.1 概要 
16.1.2 原料 
A 非在来型重質原油 
B 重質原油の定義，性状 
C 重質原油の埋蔵量 
16.1.3 製品 
16.1.4 プロセス 
A 改質技術の分類 
B 重質油処理プロセスの導入実績 
C 重質油アップグレーディングプロセス 
16.2 おもなプロセス 
16.2.1 Full-Upgrading 
A LC-Fining／Fluid Coking 
B OrCrudeプロセス 
C HYSCOPプロセス 
16.2.2 Partial-Upgrading 
A CCUプロセス 
B HTLプロセス 
C IYQプロセス 
D SELEX-Aspプロセス 

 
第17章 原油多様化に対応した装置材料 

17.1 概論 
17.1.1 概要 
17.1.2 原油性状と腐食 
17.2 材料面からの対応 
A 高硫黄分のコンデンセートおよび原油 
B 高TAN原油 
C 原油重質化 
 
第18章 省エネルギー 

18.1 概論 
18.2 熱力学 
18.2.1 熱力学の第1法則と第2法則 
18.2.2 エクセルギー 
18.2.3 熱回収と熱複合線図 
A 熱回収 
B 熱複合線図 
18.3 ピンチテクノロジー 
18.3.1 第1世代ピンチテクノロジー 
18.3.2 第2世代ピンチテクノロジー 
A 工場全体プロファイル解析 
B コンビナート全体での熱利用解析 
18.3.3 コプロピンチ 
 
第19章 プロセスシミュレータ 

19.1 概論 
19.1.1 石油プロセス産業で用いられるシミュレータ 
A プロセスシミュレータ（定常状態） 
B プロセスシミュレータ（非定常状態） 
C 反応シミュレータ 
D 流動解析シミュレータ 
19.2 シミュレータの解法 
19.2.1 シーケンシャルモジュラー形式の特徴 
19.2.2 イクエーションオリエンテッド形式の特徴 
19.3 シミュレータの技術革新 
19.4 シミュレータの運用例 
19.4.1 各種物性の推算 
19.4.2 プロセス設計 
19.4.3 運転トレース 
19.4.4 運転検討 
19.4.5 LPの係数算出 
19.5 今後の課題（重質留分の物性推算精度の向上） 
19.5.1 重質成分の物性推算精度の向上 
19.5.2 石油精製と石油化学間のインテグレーション 
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